
導入先 本田技研工業株式会社 鈴鹿製作所 

ホンダ・三重県・鈴鹿市 エコタウン事業 

処理対象 塗料滓 給食残渣 

水分調整材 籾殻 

所在地 三重県 鈴鹿市 

施設概要 【施設運営主体】 

本田技研工業株式会社 

【システム概要】 

 本田技研鈴鹿製作所内で発生する塗料滓と、鈴鹿市内の小学校から

出る給食残渣を堆肥化 

【施設導入年度】 

 平成１７年度 

【システムの流れ】 

 

 

【処理量】 

 塗料滓 ７００kg/日 

 給食残渣 ３００kg/日 

【特徴】 

 本田技研と農業リサイクルの共同開発で、微生物による塗料滓分解

技術を確立し、エコタウン事業として認可されたもの 

肥料は鈴鹿２号として登録済み 

 

 

写真  

塗料滓 給食残渣

発酵プラント 

二次発酵 製品化 

 


